
〇事前に委員の皆様からお送りいただいたご質問について

№ 資料
ページ 質問 回答 担当課

1 P2

【目的】コロナ過の収束後を見据えた…省略
…取組を進めます。
→市の考える収束とは具体的に何か
※収束→感染拡大→収束のように、収束が持
続するとは限らない中、施策は一度はじめる
と継続するものとの認識あり

新型コロナウイルス感染症による世界的な混乱が沈静化し、
国内外の人の往来の制限がなくなるなど、社会・経済が落ち
着きを取り戻した状態を「収束」と考えております。

地方創生・
デジタル化
推進室

2 P2
【方針３・方向１（視点）】不妊治療
→具体的な施策が資料内には記載されていな
いが、どのような施策か

令和４年度から不妊治療費が医療保険適用となりますが、保
険適用外の治療に対して、本市独自の助成を行います。ま
た、不妊や不育症に悩みを相談することができる「不妊専門
相談センター（はぐてらす）」を県立中央病院に設置し相談
体制の充実を図っています。

健康・子育
て推進課

3 P9
【4-1】人材不足分野（医療、福祉、建設、警
備、運輸）に係る資格取得を支援
→具体的にどのような支援か

専任の職員を配置し、コロナ禍にあって失業ないし労働時間
の縮減といった厳しい影響を受けやすい非正規労働者の方等
に対して相談対応、職業訓練等の助言、職業紹介を一体的に
提供するとともに、必要な方に対しては就職につながる職業
訓練・資格取得等に要する経費（補助率：３分の２・限度
額：月額１万５千円（年額１８万円））を支援します。※別
添資料のとおり

経済・雇用
戦略課

4 P9

【5-1】（公社）鳥取市シルバー人材センター
が実施する高齢者派遣事業を支援すること
で、市内企業の人手不足解消に取り組みま
す。
→令和3年度はどのくらい解消され、令和4年
度はどのくらいの解消を見込んでいるか

令和３年度は9,222人日分（見込）の人手不足解消に貢献しま
した。令和４年度も人材不足分野や早朝勤務・短時間勤務な
どの理由で、若者等の人材確保が難しい業務で同程度の解消
を見込んでいます。（1人日＝1人が1日働いた作業量）

経済・雇用
戦略課

5 P9

【6-1】・市内事業者が本市公式インターネッ
トショップを活用し、域外への販路を拡大し
ます。
→どのくらい利益があったか

・インターネットショップの広告宣伝を行
い、市内産品の認知度を高め、ブランド力向
上に寄与します。
→どのような広告宣伝で、効果は

・売上金額としては、令和元年度：23,210千円、令和２年
度：63,616千円、令和３年度：100,998千円となっておりま
す。
・インターネットでの検索において結果を上位にあげるリス
ティング広告（例：梨と検索したら、とっとり市が上位で結
果表示される）を主に広告宣伝を行ったうえで、その広告に
よるCV数（コンバージョン：購買数）などを確認していま
す。

経済・雇用
戦略課
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6 P11

れ、通勤等を含む生活圏域が飛躍的に拡大す
る山陰新幹線整備の実現に向けて要望しま
す。

る場合はデメリットもあるが、どのように対
応する予定か

観光客やビジネスマン等に各沿線地域の魅力を再確認いただ
く絶好の機会としてとらえ、移動時間の短縮効果による地域
内での滞在時間、消費、リピート機会の拡大を図ります。
並行在来線の問題については、経営分離による地元負担の増

方創生や国土強靱化の観点から、並行在来線を経営分離させ
ないための新たな国主体による整備方式の検討を国に要望し
ます。

都市企画課

7 P12

【8-1】公共空地や道路空間などの公共空間に
おいて安心して集える仕組みづくりを推進し
ます。
→具体的にどのような仕組みか

 道路空間においては、通常道路付属物以外の設置をするこ
とはできませんが、市道駅前太平線に位置するバード・ハッ
トにおいては、道路占用許可の特例制度を活用し、施設整備
後の平成2６年度より、まちの賑わい創出に資するものとし
て、ベンチやテーブルの設置を可能とするため特例道路占用
区域を指定しています。
 また、コロナ禍の影響を踏まえて国は、道路占用に関する
特例措置も施行されており、道路管理者との調整は必要です
が、道路空間を賑わい創出の場として活用するための制度も
整備されています。
 さらに、駅周辺においては、ケヤキ広場と風紋広場へのイ
ルミネーションの設置による憩いの空間の創出や、バード
ハット、ケヤキ広場、風紋広場へのフリーWiFi設置による滞
在性の向上などに取り組んでいるところです。
 こうした状況を踏まえ、中心市街地に安心して集うことが
できるよう、道路管理者等の関係機関と連携しながら、公共
空間を一体的にマネジメントできる組織や人材の育成に取り
組みます。

中心市街地
整備課

8 P12

【10-2】伝統工芸等後継者育成について、現
在行っている研修生や研修受入事業者への支
援に加えて、研修後に本市で伝統工芸を伝承
し従事できるための支援を新たに行うこと
で、地域での伝統工芸産業の活性化を図りま
す。
→具体的にどのような支援か

今後の後継者育成の在り方及び研修後の定着率の向上に向け
て、県と協議を始めたところです。支援団体や経済団体の協
力を得ながら、より実効性のある研修となるよう、内容を見
直すとともに、研修後の創業・事業化や販路開拓の支援な
ど、出口戦略まで見据えた支援体制について検討を行ってい
ます。

経済・雇用
戦略課
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9 P15

【1-1】若者の出会いの場の創出など、結婚の
希望を叶える支援を行います。
→具体的にどのような支援、これまでの成婚
率は

麒麟のまち婚活サポートセンターを運営し、出会いパーティ
やワークショップなどの婚活イベント等を開催し、出会いの
場づくりを行うとともに、婚活に向けた相談対応を行ってい
ます。平成26年度の事業開始から令和４年2月末までの成婚数
は、36組です。

政策企画課

10 P17

【8-3】ふるさと体験や職場体験、県内修学旅
行などを推進し、人や地域とつながる機会を
深めることで自分の未来を拓いていく教育活
動を推進します。
→県内修学旅行について、市の事業として行
うのであれば、市内を目的地にすべきと考え
るが、「県内＝市外」も市のふるさととして
捉えているという認識か

 令和３年度に実施された県内修学旅行では、市内を目的地
や宿泊地に含めた学校が、特に小学校においてあります。ま
た、市外を体験することで改めて市内のよさに気づくという
こともあります。発達段階や、市内で実施される他の体験活
動の状況を踏まえながら、市内を含めた県内を対象としてい
きたいと考えています。

学校教育課
（総合教育
センター）
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鳥取市労働移動・キャリアアップ支援奨励金 

１ 事業の目的 

アフターコロナを見据えて慢性的な人材不足分野（医療・福祉、建設、警備、運輸）や成長

産業への円滑な人材移転を促す「失業なき労働移動」を成長戦略の一環として進める必要があ

る。また、今後生産年齢人口が減少し続ける中で、育児・介護等で仕事を離れた方や就職氷河

期世代の方など多様な人材の活躍支援が求められている。 

  コロナ禍にあって失業ないし労働時間の縮減といった厳しい影響を受けやすい非正規労働者

や育児・介護等で仕事を離れた方、就職氷河期世代の方等に対して、支援員による相談対応、

職業訓練等の助言、職業紹介を一体的に提供するとともに、必要な方に対しては就職につなが

る職業訓練・資格取得等に要する経費を支援することで多様な人材の活躍と人材不足分野や成

長産業への労働移動を促進する。 

２ 予算額 

１１，９１８千円 

人件費：２，９１８千円（支援員：会計年度任用職員）

補助金：９，０００千円（１８万円×５０人） 

３ 事業概要 

１ 人材不足分野や成長産業への就職を目指す方に対して必要とされる能力の獲得を通じて

希望する就職ができるよう支援するための支援員１名を配置

２ 人材不足分野や成長産業への就職を目指す方の職業訓練等に要する経費の一部を補助 

対 象 者：①非正規労働者として就労中の方又は求職中の方（学生は除く） 

         ②職業訓練等を修了し、修了証等を授与された方 

③市が提供するキャリアカウンセリング等の伴走支援を受けて人材不足分野 

への就職を目指す方又はデジタル人材として就職を目指す方 

    対象経費：国や地方公共団体、民間教育機関等が実施する職業訓練・資格取得等の就職

につながる教育課程・講座の受講料等 

ただし、雇用保険法に基づく教育訓練給付金制度等の他の助成部分は除く。 

    補 助 率：３分の２ 

    限 度 額：月額１万５千円・年額１８万円

４ 事業のイメージ

文教経済委員会資料 

月 日 令和４年１月２７日 

担当課 経済・雇用戦略課 
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